






















 

はじめに 

 先天異常のモニタリングのためのモデル疾患として先天性副腎過形成(21-水酸化酵素欠

損症:本症)をとりあげ,一昨年度ならびに昨年度の報告書において,その新生児マス・スク

リーニングの方法と中間成績について述べた。本年度はそのまとめとして,継続して施行し

たマス・スクリーニングの成績と新たに開発したより簡便かつ普遍的な 125I を用いた

Radiommunoassay(RIA)による方法について報告する。 


